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主な仕事のひとつに IUGG 傘下の IASPEI や IAVCEI などと協力して、特に途上国の地
球物理学の普及に努めることがあった。しかし、その多くの事業は援助が消えたその時点










火山関係の資料で、今も手に取ることができるものに World Organization of Volcano 











当時 GAME-T (GEWEX Asian Monsoon Experiment-Tropics)なるプロジェクトが走っ
ていたが、この地に永続的な観測施設を必要とする研究者グループが共同して小さな建物


























きたので、それまでの施設名 Observatory for Atmospheric Radiation Research から










Radiation and Surface Meteorological Observation;  
Aerosol Observation; 
Cloud and Water Vapor Observation;  
Wind Profiler and Radio Acoustic Sounding System;  





この観測所は UNEP (United Nations Environmental Programme)の ABC（Atmospheric 









写真１ Phimai 観測所 
A parabola on the left is 
IPSTAR. Above the upper 
floor various sensors are 
installed seen only GPS, 
wind vane and anemometer. 
On the left, out of picture, 











GPS の観測に関して一言記しておきたい。タイにおける GPS 観測網は 1998 年に
GAME-T により展開された。このプロジェクトが終了とともに GPS は撤去されることに
なった。安成哲三の尽力のもとに、JAMSTEC が 3 点と京都大学が中古の機材を提供して
くれて約 500Km のスペーシングの GPS 観測網を維持することができた。これの完成を待
って、それがあたかも予知されたがごとく 2004 年 12 月 26 日に Mw=9.1 のスマトラ地震
が発生した。この断層方向に平行した南北 1000Km を越す観測点からのデータはただちに
C. Vigny, N. Choosakul（当時 Chula 大）らにより Nature に発表された。主要な研究者
のひとりとして橋本学は、この観測網を利用して、地震により励起された固体地球の諸変
動を解析して多くの論文を発表した。その後、タイなどにおける GPS 観測データを用い
て 2008 年 5 月 12 日中国四川省の地震（Mw＝7.9 )の際の長周期表面波の検出に成功し、
GPS が長周期地震計として使用できる可能性を示した。地味な研究ではあるが、京都大学
の伝統を担ってこのような観測を今後 50 年程度継続することが期待される。 
家森俊彦はこの地震から発生した音響的擾乱が上層大気の共振を引き起こすことを発





























日本の学術審議会に相当する NRCT （National Research Council of Thailand）にお
いてさえ、タイにアカデミックな場は必要がないと言い切る人も多い。現に ICSU 
(International Council for Science) の唯一の国内対応機関であると法で定められた
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